
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
１
１
３
」
の
将
来
展
望
に
つ
い
て 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
働
く
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
東
日
本
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
合
同
労
働
組
合
茨
城
支
部
（
以
下
、
Ｎ
関
労
茨
城
）
は
、
社
員
、

契
約
社
員
の
労
働
条
件
と
共
に
、
派
遣
社
員
の
み
な
さ
ん
の
雇
用
の
安
定
、
労
働
条
件
改
善
に

つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

現
在
、
Ｎ
関
労
茨
城
所
属
組
合
員
の
い
る
派
遣
会
社
テ
ル
ウ
ェ
ル
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
と
１

１
３
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
（
以
下
、「
１
１
３
」
）
の
将
来
展
望
、
１
時
間
年
休
取
得
の
制
度
化
に

つ
い
て
、
質
問
・
要
求
書
を
提
出
し
８
月
２
１
日
、
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

き
は
決
ま
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
話
だ

っ
た
。 

組
合
／
２
年
後
に
集
約
の
可
能
性
が

大
き
い
。 

会
社
／
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
の
対
応
は

ま
ず
い
の
で
、
私
ど
も
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ-

茨

城
に
申
入
れ
を
し
て
対
応
し
た
い
。 

 

                           ２０１２年９月 
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労働者派遣事業の適正な運営の確保

及び派遣労働者の就業条件の整備等

に関する法律 第３０条 「派遣元事業

主は、その雇用する派遣労働者又は派遣

労働者として雇用しようとする労働者

について、各人の希望及び能力に応じた

就職の機会及び教育訓練の機会の確保、

労働条件の向上その他雇用の安定を図

るために必要な措置を講ずることによ

り、これらの福祉の増進を図るよう勤め

なければならない」 

 

整
理
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。 

組

合

／

整
理
す
べ
き
問
題
と

は
・・。 

会
社
／
時
間
年
休
を
把
握
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
派
遣
先
で
も
就
労

管
理
を
し
て
い
る
。
派
遣
先
の
理

解
も
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

組
合
／
１
時
間
年
休
は
世
の
中
の

流
れ
。
情
報
通
信
産
業
の
会
社

が
シ
ス
テ
ム
云
々
言
っ
た
ら
笑
わ

れ
ま
す
よ
。
法
律
の
枠
内
の
こ
と

は
認
め
る
べ
き
。
時
間
休
を
と
っ

て
問
題
あ
る
職
場
は
な
い
は
ず

だ
。
何
が
問
題
か
具
体
的
に
出

し
て
ほ
し
い
。 

会
社
／
検
討
し
ま
す
。 

      

組
合
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ-

茨
城
は
「
将
来
展
望
を

明
ら
か
に
で
き
な
い
」
と
い
う
回
答
だ

そ
う
だ
が
情
報
を
つ
か
む
努
力
は
し
た

の
か
。 

会
社
／
情
報
を
頂
い
て
い
な
い
。
ま
た
、

情
報
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。 

組
合
／
な
ぜ
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
。 

会
社
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ-

茨
城
の
情
報
で
す
の
で

基
本
的
に
非
公
開
で
す
。 

組
合
／
「
派
遣
社
員
が
ギ
リ
ギ
リ
の
対
応

で
困
ら
な
い
よ
う
す
る
」
と
い
う
認
識

を
共
有
し
た
い
。 

会
社
／
平
成
２
５
年
度
中
の
具
体
的
動

き
は
決
ま
っ
て
い
な
い
、
と
い
う 

組
合
／
「
基
本
は
雇
用
継
続
」と
い
う
の

が
派
遣
元
と
し
て
の
考
え
方
で
は
な
い

か
。
そ
こ
の
認
識
を
合
わ
せ
た
い
。
労

働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
・
・
第

３
０
条
で
も
「
・
・
各
人
の
希
望
及
び
能

力
に
応
じ
た
就
業
の
機
会
及
び
教
育

訓
練
の
機
会
の
確
保
、
労
働
条
件
の

向
上
そ
の
他
雇
用
の
安
定
を
図
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
・・
」

と
言
っ
て
い
る
。 

会
社
／
仕
事
を
紹
介
す
る
の
が
派
遣
会

社
で
す
か
ら
、
努
力
は
し
ま
す
。 

         

雇
用
の
継
続
に
努
力 

質問及び要求書(2012.７．２７)抜粋 

１．「１１３」の将来展望について 

ＮＴＴ東日本－茨城との団体交渉

で「平成25年度中に何らかの動きが

ある」と回答があったため以下の質問

をし、後日回答するよう求めたが今日

まで回答がないので改めて質問する。 

１）派遣先として仕事が確保できるか

把握する必要があると思う。「１１

３」の将来の見通しについて情報を

具体的につかむこと。 

２）情報の中味を明らかにすること。 

２．「１１３」が他県へ集約された場

合、派遣社員が県内で働けるよう仕

事を確保すること。 

３．一時間年休取得の制度化について 

時間年休の取得については「状況を

見て判断。派遣社員から要望が出てい

ない」との回答だったため、年休取得

の現状を把握するよう求めたが、現状

について改めて質問する。 

１）派遣社員の時間欠勤等の現状。 

２）時間年休に対する派遣社員の要望

はどの程度だったか。 

 

 

 

 

組
合
／
１
１
３
が
他
県
へ
集
約
さ
れ
た

場
合
は
茨
城
で
の
雇
用
継
続
が
原

則
で
す
よ
ね
。 

会
社
／
そ
の
時
に
な
っ
て
み
な
い
と
約

束
は
で
き
な
い
。 

時
間
年
休
は
法
律
内
の
措
置 

組
合
／
時
間
年
休
取
得
の
現
状
は

把
握
し
た
か
。 

会
社
／
他
の
派
遣
会
社
は
、
ほ
と

ん
ど
導
入
し
て
い
な
い
。
私
ど
も

も
状
況
を
み
た
い
。 

組
合
／
話
が
違
う
。
派
遣
社
員
の

現
状
を
調
べ
て
と
言
っ
た
は
ず
。 

会
社
／
導
入
す
る
状
況
に
な
い
。

が
あ
る
。 

  

業
務
集
約
に
つ
い
て
「
情
報
の
収

集
と
雇
用
の
継
続
に
努
力
を
す

る
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
が
１
時

間
年
休
の
取
得
は
、
約
束
を
し
た

派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
状
況
把
握
を
し
な

い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
誠
意
あ
る
対

応
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

団
体
交
渉
を
継
続
さ
せ
処
遇
改

善
に
努
力
し
ま
す
。 

悩まずに相談を 

「派遣社員だから 

しかたない？」とあきらめず 

職場での不安・パワハラや不満な

ど一人で悩まず、Ｎ関労茨城支部

にご相談下さい。 

問題解決に向け一緒に取り組みま

す。（秘密厳守） 

090-4052‐8070（小峯） 

090-4381‐8656（三宅）まで 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
た
ち
は
こ
の
間
、
再
審
査
申
立

て
理
由
補
充
書
で
茨
城
地
労
委
命

令
の
誤
り
を
主
張
し
、
準
備
書
面
も

提
出
し
、
新
た
に
３
名
の
証
人
申
請

を
し
ま
し
た
。 

点
検
確
認
書
提
出
期
限
が
、
２
０

０
８
年
１
２
月
１
７
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
団
体
交
渉
が
茨
城
支
部
と
同
じ

１
２
月
２
５
日
だ
っ
た
千
葉
支
部
と

山
梨
支
部
か
ら
、
さ
ら
に
労
組
間
差

別
に
関
す
る
証
人
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労

組
の
仲
間
に
証
人
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 申

立
人
で
あ
る
茨
城
支
部
の
３
名

も
茨
城
地
労
委
に
引
き
続
き
陳
述

書
を
提
出
、
証
人
３
名
の
陳
述
書
も

中
労
委
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 
 

１
、
退
職
金
が
前
払
い
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
は
残
債
務

を
一
括
で
返
済
す
る
こ
と
に
よ
り

金
利
負
担
額
を
軽
減
、
多
角
的

に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
運
用
益

を
享
受
。 

２
、
一
時
金
型
を
選
択
し
た
ら
、
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
一
時
金
を

前
払
い
で
支
給
、
退
職
金
と
合
算

す
る
と
、
多
額
を
前
払
い
と
し
て

享
受
し
て
い
る
。 

３
、
退
職
・再
雇
用
制
度
を
選
択
し

た
場
合
は
、
勤
務
地
県
を
選
択
で

き
、
６
０
歳
満
了
型
に
比
べ
る
と

経
済
的
に
も
（遠
隔
地
異
動
が
な

い
）、
精
神
的
に
も
相
当
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

１
２
月
２
５
日
に
団
体
交
渉
の
設
定

し
、
Ｎ
関
労
茨
城
支
部
への
事
前
説

明
を
全
く
せ
ず
に
処
分
し
て
い
ま

す
。 同

、
総
務
人
事
部
Ｙ
証
人
は
、
「Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
と
は
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
る
」と
陳
述
し
て
い
ま
す
が
、
企
業

は
労
働
組
合
に
対
し
て
対
等
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
所
属
す
る
組
合
に
よ

っ
て
不
利
益
扱
い
す
る
こ
と
は
、
不
当

労
働
行
為
に
当
た
り
ま
す
。 

  

 

最
大
労
組
は
組
合
ニ
ュ
ー
ス
等
を

職
場
で
日
常
的
に
デ
ス
ク
配
布
し
て

い
ま
す
が
、
Ｎ
関
労
に
は
構
内
で
の
ニ

ュ
ー
ス
配
布
を
一
切
認
め
ま
せ
ん
。

組
合
事
務
室
や
掲
示
板
も
全
く
貸

与
し
ま
せ
ん
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
日
常
的
に
労

組
間
差
別
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
背
景
の
中
で
、
社
員
等
自
宅
Ｐ

Ｃ
点
検
は
事
業
場
外
労
働
や
み
な

し
労
働
等
、
労
働
条
件
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
誠
実
に

団
体
交
渉
を
実
施
せ
ず
、
処
分
を

し
て
き
ま
し
た
。 

い
ま
、
中
労
委
闘
争
は
一
つ
の
大

き
な
ヤ
マ
場
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
別
記
の
日
程
で
組
合
側
証

人
尋
問
と
、
会
社
側
証
人
尋
問
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
傍
聴
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

２
０
０
９
年
２
月
、
Ｎ
関
労
茨
城
に
所
属
す
る
組
合
員
は

「
個
人
所
有
自
宅
パ
ソ
コ
ン
に
会
社
情
報
有
無
を
点
検
す
る

業
務
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
」
と
訓
告
等
の
処
分
を
受
け
ま

し
た
。 

Ｎ
関
労
茨
城
は
、
組
合
結
成
か
ら
今
日
ま
で
、
会
社
の
労

組
間
差
別
や
日
常
的
な
不
当
労
働
行
為
が
処
分
の
背
景
に
あ

り
「
パ
ソ
コ
ン
点
検
」
も
組
合
に
充
分
な
資
料
提
供
と
説
明

を
せ
ず
、
提
出
期
限
ま
で
に
団
体
交
渉
を
実
施
し
な
か
っ
た

な
ど
、
不
誠
実
対
応
の
中
で
処
分
を
発
令
し
た
一
連
の
行
為

が
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
、
と
２
０
０
９
年
１
０
月
、
茨
城

県
労
働
委
員
会
（
以
下
、
茨
城
地
労
委
）
に
救
済
申
立
て
を 

 

行
い
ま
し
た
。 

し
か
し
２
０
１
１
年
５
月
「
本
件
申
し
立
て
を
い
ず

れ
も
棄
却
す
る
」
と
い
う
、
た
っ
た
１
４
文
字
の
目
を

疑
い
た
く
な
る
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
側
の
主

張
を
鵜
呑
み
に
し
、
組
合
結
成
以
来
一
貫
し
て
行
わ
れ

て
き
た
不
当
労
働
行
為
や
不
利
益
扱
い
に
は
一
切
触
れ

ら
れ
な
い
ひ
ど
い
内
容
で
し
た
。 

Ｎ
関
労
茨
城
は
、
茨
城
地
労
委
の
不
当
命
令
に
対
し

て
、
昨
年
６
月
、
た
だ
ち
に
中
央
労
働
委
員
会
へ
再
審

申
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
調
査
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
証
人
尋
問
に
入
り
ま
す
。 

             

Ｎ
関
労
は
、
５
０
歳
退
職
・再
雇
用

制
度
の
導
入
と
い
う
賃
下
げ
合
理
化

対
し
「自
分
の
労
働
条
件
は
自
分
た

ち
で
守
る
以
外
な
い
」
と
労
働
組
合

を
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
５
０
歳
退

職
・
再
雇
用
制
度
に
関
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
（以
下
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
体
）制
度
担

当
課
長
の
Ｕ
証
人
は
陳
述
書
で
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

『
５
０
歳
退
職
・
再
雇
用
制
度
で
、

繰
延
型
又
は
一
時
金
型
を
選
択
し

た
場
合
は
、
多
額
の
退
職
金
を
前
払

い
支
給
さ
れ
る
な
ど
、
相
当
の
メ
リ

ッ
ト
を
享
受
し
て
い
る
』 

具
体
的
に
は
、 

多
く
の
方
が
悩
ん
だ
末
に
退
職

再
雇
用
を
選
択
し
２
５
％
の
賃
金

カ
ッ
ト
で
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
社
の
認
識

は
「相
当
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て

い
る
」と
云
う
の
で
す
。 

更
に
会
社
は
、
申
立
人
と
組
合

側
証
人
の
６
名
の
実
名
、
住
所
が

記
載
さ
れ
た
退
職
金
の
明
細
書
ま

で
提
出
し
ま
し
た
。
今
回
の
事
案

は
、
個
人
情
報
保
護
法
を
守
る
た

め
社
員
の
自
宅
Ｐ
Ｃ
点
検
で
す
。
会

社
は
、
個
人
情
報
の
最
た
る
収
入

に
関
す
る
情
報
を
本
人
の
了
承
な

し
提
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
会
社
の

姿
勢
を
、
Ｎ
関
労
は
問
題
に
し
て
い

る
の
で
す
。 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
体
・情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

推
進
部
Ｋ
証
人
は
、
陳
述
書
で
情

報
漏
え
い
が
い
か
に
あ
る
か
、
そ
の

た
め
に
社
員
の
自
宅
Ｐ
Ｃ
点
検
の

必
要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
１
２

月
１
７
日
の
提
出
期
限
を
過
ぎ
た

１
２ 

２０１２年 

１０月２６日（金） 

１４時から 

組合側証人尋問 

１０月３１日（水） 

１４時から 

会社側証人尋問 

 


